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 要  旨 
〈実験目的〉 
本研究では、①Ti 固溶量の異なる 6 種の Cu-Ti 合金の微視組織と機械的特性の変化、②時効処理
による Cu-Ti 合金の微視組織と機械的特性の変化、③強圧延または MDF 加工を施したときの微
視組織と機械的特性の変化、の 3 点について調査する。 
〈実験方法〉 
Cu-Ti 合金の Ti 量を 0.16～3.45mass%までの 6 種類の Cu-Ti 合金について、四段圧延機と通常
圧延機で 95%の圧延を施し、機械的性質と微視組織の変化について調査する。Cu-3.45mass%Ti
合金にパス間ひずみ 0.05～0.4 まで変化させ累積ひずみ 2.0 まで MDF 加工を施した。そのとき
の微視組織と機械的特性を調査する。その後、Cu-3.45mass%Ti 合金 95%圧延材に 573～673K
の等温時効を施し、時効特性について調査を行った。 
実験結果 










(4) Cu-3.45mass%Ti 合金 95%圧延材の時効処理では、613K にて 14400s 時効したときに、硬
さ・引張ともにピークの値を示した。これは微細な Cu4Ti の析出によるもので、10nm ほどの析
出物が一様に分布していた。電気伝導率は 673K で時効したものが 25%を示したが、613K では、
43200s 時効でも 11%であった。 
 
 
